








〔研究目的〕 

全身性エリテマトーデス(以下 SLE と略)の予後を左右する第 1の因子に腎合併があげられ

ていたが,その後腎透析,腎移植など治療への導入によって,SLE の延命効果がはかられ,死

亡率は低下してきている｡近年,腎合併のほかに中枢神経合併や呼吸機能障害が注目をあつ

めてきている。呼吸機能障害に関する報告は成人 SLE についてみとめられるものの,小児

SLE についてはあまりみられない。 

そこで,今回小児 SLE の呼吸機能検査を行い,肺病変の程度を把握し,予後判定の一助にし

ょうと考えた。 


